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研究の目的研究の目的

新潟県中越地震発生後の孤立集落住民の
避難までの過程及び孤立時と避難後の課
題について、地域住民を対象とした質問紙題について、地域住民を対象とした質問紙
調査をもとに、孤立地域における問題の困
難性を定量的に示すこと

調査の概要調査の概要

• 調査期間：2009年1月26日～2月15日

• 調査対象者：小千谷市東山地域に居住する
全世帯（調査時点：152世帯）

• 調査方法：小千谷市東山連絡所を通じて
配布・回収

• 有効回答率：７７．６％（118/152）

• その他：地震発生後の状況資料を同封

世帯員全員が
集落内,

42.9% (45)

世帯員が
集落内外に分散,

50.5% (53)

世帯員全員が
集落外,
6.7% (7)

地震発生時から直後までの対応状況
地震発生時の状況

集落に戻った人
がいた,

76.7% (46)

集落に戻った人
はいなかった,

23.3% (14)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

対応状況
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8.72

8.39

8.33

7.67

7.64

746

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 10.0

⑬道路が途絶したことによって、地震時に集落外にいた人は帰宅することが困難であること

⑯外部との情報連絡手段が途絶されることによって効率的な対応をできないこと

⑮外部との情報連絡手段が途絶されることによって心理的に不安になること

⑪電気がないことによって心理的に不安になること

⑥土砂災害や浸水被害等の2次災害の危険性がつきまとっていること

⑤自宅の外で継続して過ごさなければならないこと

外部との情報
途絶の問題
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⑤自宅の外で継続して過ごさなければならないこと

⑩電気がないことによって夜間の行動に制限があること

⑨集落内にいる高齢者等の災害時要援護者の健康状態が悪化するかもしれないこと

⑫医療関係・食料以外の生活に必要な物資を入手できないこと

②緊急を要する傷病者を孤立地域外に搬送すること

⑧集落外から食料を調達できず、集落内で食料をまかなわなければならないこと

⑦集落内できれいな水をとることができないこと

①負傷者、高齢者をヘリポートまで搬送すること

⑭観光客や来客者が集落内に滞在していたことにより対応が必要になること

③負傷の程度が重傷で緊急を要するのか、軽傷で急ぐ必要はないのかを判断すること

④人工透析、在宅酸素療法等を行っている住民や常備薬を必要とする住民への医療対応を必要とすること

問題

医療面の問題

孤立期の問題（10月23～24 or 25日程度）
項目 平均値

⑬道路が途絶したことによって、地震時に集落外にいた人は帰宅することが困難であること 8.72 

⑯外部との情報連絡手段が途絶されることによって効率的な対応をできないこと 8.39 

⑮外部との情報連絡手段が途絶されることによって心理的に不安になること 8.33 

⑪電気がないことによって心理的に不安になること 7.67 

⑥土砂災害や浸水被害等の2次災害の危険性がつきまとっていること 7.64 

⑤自宅の外で継続して過ごさなければならないこと 7.46 

⑩電気がないことによって夜間の行動に制限があること 7.15 

外部との情報
途絶の問題

⑨集落内にいる高齢者等の災害時要援護者の健康状態が悪化するかもしれないこと 6.77 

⑫医療関係・食料以外の生活に必要な物資を入手できないこと 6.44 

②緊急を要する傷病者を孤立地域外に搬送すること 5.33 

⑧集落外から食料を調達できず、集落内で食料をまかなわなければならないこと 5.22 

⑦集落内できれいな水をとることができないこと 5.18 

①負傷者、高齢者をヘリポートまで搬送すること 5.12 

⑭観光客や来客者が集落内に滞在していたことにより対応が必要になること 4.87 

③負傷の程度が重傷で緊急を要するのか、軽傷で急ぐ必要はないのかを判断すること 4.63 

④人工透析、在宅酸素療法等を行っている住民や常備薬を必要とする住民への医療対応を
必要とすること

4.46 
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③負傷の程度が重傷で緊急を要するのか、軽
傷で急ぐ必要はないのかを判断すること

7.54
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もし10日間孤立していたとしたら・・・
項目 得点化

②緊急を要する傷病者を孤立地域外に搬送すること 71

⑥土砂災害や浸水被害等の2次災害の危険性がつきまとっていること 59

⑨集落内にいる高齢者等の災害時要援護者の健康状態が悪化するかもしれないこと 57

④人工透析、在宅酸素療法等を行っている住民や常備薬を
必要とする住民への医療対応を必要とすること

45

⑧集落外から食料を調達できず、集落内で食料をまかなわなければならないこと 45

⑤自宅の外で継続して過ごさなければならないこと 43

⑮外部との情報連絡手段が途絶されることによって心理的に不安になること 41

①負傷者、高齢者をヘリポートまで搬送すること 36

⑩電気がないことによって夜間の行動に制限があること 30

⑯外部との情報連絡手段が途絶されることによって効率的な対応をできないこと 29

⑪電気がないことによって心理的に不安になること 27

⑦集落内できれいな水をとることができないこと 23

⑬道路が途絶したことによって、地震時に集落外にいた人は
帰宅することが困難であること

17

③負傷の程度が重傷で緊急を要するのか、軽傷で急ぐ必要はないのかを判断すること 13

⑫医療関係・食料以外の生活に必要な物資を入手できないこと 9

⑭観光客や来客者が集落内に滞在していたことにより対応が必要になること 4
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⑤避難する際に今後の見通しが示されないために、
                                心理的に不安であること

④避難する際に今後の見通しが示されないために、
                          効率的な対応をとれないこと

②：避難時の問題
見通しのない
中での避難

7.01

6.72

6.45

6.24

②持ち出せる物資や大型のペットなどの
                      搬出に制限があること

⑥集落全員の安否を確認すること

①集落全員が避難するか、数名は残るのかを決めること

③避難所の行き先、病院に搬送された
     傷病者の収容先が不明であること

どれくらいの期間で戻れると考えたか？
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７．ずっと戻れないだろう
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②孤立地域外の避難施設から自分の集落に戻るまでに
                                            危険な箇所があること

①集落内の自宅や関連設備を補修しにくいこと

⑥集落内で生業をもつ住民が集落内で
                     仕事をできなくなること

③：避難後の問題
集落の復旧の

課題

7.84

7.77

7.52

7.36

7.27

6.73

⑨集落の復旧・復興の進め方を集落外で
                検討しなければならないこと

③集落内に住民がいなくなるため、
            盗難の危険性があること

⑦集落外にいた人は、集落内の被害の様子がわから
               ないままの状態でいなければならないこと

⑤孤立地域に学校があったために、児童・生徒は
            別の学校に通学しなければならないこと

④集落内に復旧資機材や重機を運びにくいこと

⑧通常おこなっていた医療を継続できなくなること


